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インドの株式市場、経済の軌跡と近未来



＜過去10年のインド、米国、日本、中国の株価の推移＞
2013年9月末＝100とした指数化グラフ（円換算ベース）

1
上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
米国株はS&P500、インド株式はS&Pムンバイ100、日本は日経225、中国は上海総合。各国株価紙数を円換算し、2013年9月末を100として指数化。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。
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人口と株価

株価 = 配当 （利益 × 配当性向） ／ 割引率

= 一株利益 （EPS） × PER

GDP  ＝ 人口 × (一人当たりGDP)

人口

GDP
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人口ピラミッド
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出所：国連 World Population Prospects: The 2022 RevisionをもとにSBI・アセットマネジメントにて作成

インド

2025年人口予測：1,454,600,000人
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日本

2025年人口予測：121,950,000人



＜インドの人口ボーナス期間は2050年以降まで続く＞
※人口ボーナス期間：生産年齢人口（15～64歳）が人口全体の約64%以上の期間

→ 株式の高パフォーマンスが期待される期間

出所：国連のデータを基にSBIアセットマネジメントで作成
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出所：BLOOMBERGデータ、国際連合データを基にSBIアセットマネジメントが作成。
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出所：BLOOMBERGデータ、国際連合データを基にSBIアセットマネジメントが作成。
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中国_人口ボーナス期の株価推移_24.5倍
＜1990年末：１００、 （年次）＞
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＜インド株価の高パフォーマンス＞
→インドが人口ボーナス期間に突入した後（2010年代～）

※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。
※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

※米国：S&P500種指数、中国：上海総合指数、日本：TOPIX指数、インド：S&P BSE SENSEX指数のトータル
リターン、円換算ベースで指数化

対象期間：2000年1月～2023年7月（月次データ使用）

出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成
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＜各国主要株価指数リスクリターン等の特徴＞

※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

インドは中国と同等なリスクを見せたが、リターンが高い

年率
換算

インド 中国 米国 日本

リターン 11.42% 7.26% 8.46% 3.15%

リスク 27.81% 27.47% 18.36% 16.93%

※米国：インド：S&P BSE SENSEX指数、S&P500種指数、中国：上海総合指数、
日本：TOPIX指数、のトータルリターン、円換算ベースで指数化

＜対象期間：2000年1月～2023年7月（月次データ使用）＞

出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成
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約束するものではありません。

8



＜インドの国民所得と消費支出の推移＞
（2001年～2022年）

出所：世界銀行 「World Development Indicator」をもとにSBIアセットマネジメントで作成
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＜実質GDP成長率（％）＞
（2020年～2025年、年次）

出所：IMF 「International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, October 2023」をもとにSBIアセットマネジメントで作成
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拡大するインドの中間層

インド

中国
日本

米国

EU諸国

その他アジア諸国

3.8億人
インド

3.5億人
中国

2.1億人
その他アジア

1.3億人
その他の地域

今後、新たに誕生する中間層10億人の88％はアジアから

2030年までに、アジアは世

界の中間所得層の2/3を

占めるように
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消費行動の変化の兆し

【 各国の自動車の普及率 】 【 インドの乗用車販売台数 】

出所：日本自動車工業会、国際連合のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成

（2021年末時点） （期間：2002年～2022年 年次）

出所：インド自動車工業会（SIAM）のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成

（単位：万台）
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産業構造の変化の兆し：半導体
【 “未来技術で自立したインドの実現” 】

出所：JETRO

アップル社 （iPhone） インド

2017年 iPhone SEの組み立て開始

2022年4月 iPhone13の生産開始

2022年9月 iPhone14の中国での生産の一部を インドへ。

2023年9月 iPhone15をインド国内で生産し、世界同時発売

インドでの生産比率は1%(20年) ⇒ 7％（22年）⇒ 20～25%へ

スマホなど電子機器の輸出が前年度比51％増（22年度）

電子機器の輸出額の内、携帯電話は112億ドル

ご参考：インドの電子機器輸出入統計

“半導体ハブ”を目指す1兆円プロジェクト

2021年12月 電子産業の誘致・育成を図る政策
プログラム

約1兆1,400億円（7,600億INR）の予算額

2050年までに1,000万人の雇用

インド初の半導体製造工場

2022年9月 鴻海（ホンハイ）傘下と英国系
ベダンタ・グループの合弁会社
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インドは世界のデジタル経済の先導者
15

リアルタイム決済の世界トップ10

単位：10億ドル（2021年12月時点）

出所: ACI Worldwide, “Prime Time for Real Time”, in collaboration with Global Data Apr’22



インドルピーの現状と見通し
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15
上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。
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上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。
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インドの株式市場は割高か



＜インド-S&P BSE100指数の予想PERとPBRの推移＞
（2006年12月～2023年9月、月次）

17
予想PERは、株価÷予想一株当たり利益で算出。PBRは株価÷一株当たり純資産で算出。上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。
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米国株式 -【NVIDIA】
（2022/12/30～2023/10/5、日次）
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上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。
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インドの株式市場の未来



順位 国名

平均GDP成長率
過去20年間の株式市
場のリターン（米ドルベー

ス、2023年5月末時点）

参照株価
指数過去20年間

（2002-22）
今後５年間予測

（2023-28）

1 インド 6.68% 6.08% 1420% NSE 500
2 インドネシア 5.01% 5.02% 1146% JSX
3 オーストラリア 2.80% 2.03% 656% ASX 100
4 ベトナム 6.39% 6.60% 641% VSE
5 メキシコ 1.74% 1.78% 571% Mexico IPC
6 米国 1.99% 1.80% 543% S&P 500
7 サウジアラビア 4.96% 2.27% 451% Tadawul
8 中国 8.42% 4.13% 378% CSI 300
9 ドイツ 1.11% 1.18% 375% DAX 40
10 ブラジル 2.25% 1.72% 372% BOVESPA
12 日本 0.62% 0.70% 362% Nikkei 225

主要国の成長率と株式市場のリターン

21出所：IMF World Outlook 2023 April



インドは、GDP世界第三位の国へ

22出所：モルガンスタンレー リサーチ （2022年11月時点）

2000年 2010年 2015年 2020年 2030年

1 米国 米国 米国 米国 中国

2 日本 中国 中国 中国 米国

3 ドイツ 日本 日本 日本 インド

4 英国 ドイツ ドイツ ドイツ 日本

5 フランス フランス 英国 インド ドイツ

6 中国 英国 フランス ブラジル ブラジル

7 イタリア ブラジル インド フランス 英国

8 カナダ イタリア イタリア 英国 フランス

9 ブラジル インド ブラジル イタリア インドネシア

10 メキシコ ロシア カナダ ロシア ロシア



＜2050年の世界の実質GDP上位国見通し＞
（米ドルベース）

国名
実質GDP

（兆米ドル）

1 中国 55

2 インド 33

3 米国 32

4 インドネシア 10

5 日本 6

6 トルコ 6

7 ドイツ 5

8 ブラジル 5

9 ロシア 5

10 メキシコ 5

出所：OECD 「Economic Outlook No109 - October 2021 – Long Term baseline projections」をもとにSBIアセットマネジメントで作成

2050年（予想値）
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5年後のインド株式市場は

24出所：UTIインド

予想GDP成長率 ６～８％

予想インフレ率 ４～６％

リスクプレミアム ５～６％

予想株価上昇率（年率） １５～２０％



SBI・UTIインドファンド
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ＳＢＩ・UTIインドファンドの概要



SBI・UTI インドファンドの商品概要

※ 詳細は交付目論見書等でご確認ください。 ※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

項目 内容

特色
モーリシャス籍の円建て外国投資信託「Shinsei UTI India Fund（Mauritius）Limited Class 
A」への投資を通じて、主として、インドの金融商品取引所に上場している株式を実質的な
投資対象とし、信託財産の中長期的な成長をめざします。

投資対象ファンドの
運用会社

UTIアセット・マネジメント

 1963年の 「Unit Trust of India法」 により1964年にインド初の投信会社として設立。
 1987年まではインドで唯一の投信会社。
 2003年に民営化されたインドで最も運用経験の長い会社。

設定日 2006年12月27日

純資産額 639.14億円（2023年9月末時点）

購入時手数料 3.85%（税抜3.5%）を上限 （販売会社毎に異なり、「なし」のところもあります。）

信託財産留保額 0.3％

信託報酬（年率）
年1.254％ （税抜：年1.14％）

実質的な負担 ： 年1.854％ （税込） 程度

25
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ＳＢＩ・UTIインドファンドの運用



当ファンドを運用するUTIアセット・マネジメント

①インド最古の投信会社

 設立以来50年の歴史を有するインドで最も運用経験の長い会社

 1963年の 「Unit Trust of India法」 により1964年にインド初の投信会社として設立され、

1987年まではインドで唯一の投信会社として存在し、2003年に民営化されました。

②インド国内の大手投信会社

 独立系の運用会社としてはインド国内屈指の規模となっています。

③充実した調査・分析・運用体制

 インド国内有数の本格的なリサーチ・チーム

※上記以外にリサーチアナリストが9名在籍、2023年1月時点 出所：UTIアセット・マネジメントの資料をもとにSBI・アセットマネジメントにて作成

【企業調査チーム】 自動車・
自動車部品
1名 情報技術サー

ビス
1名

消費財
2名

ヘルスケア
1名

メディア
1名

通信サービス
1名

石油・ガス
1名

不動産
1名

銀行・金融
サービス
1名

素材
2名

セメント
1名

電力・
電気設備
1名 セクター別

企業調査アナリスト
資本財
1名 その他

2名

ファンドマネジャー
アジェイ・ティアギ氏
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当時の投資信託の販売シーン
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UTIマスターシェア・スキーム
1986年に国内で初めてとなるインドの株式に幅広く投資す
るファンドを設定し、広く国内で販売されました。インドで
「Mutual Fund=投資信託」という言葉が知られるきっかけと
なりました。

1964年に販売された
インド初のＵnit Trust
の証書



当ファンドを運用するUTIアセット・マネジメント

●市場動向に左右されず、

5～10年先も安定して成長することができる銘柄を選定

●有望銘柄を長期保有することで、

中長期的な超過収益獲得をめざす

・キャッシュフロー創出力やROCE（使用資本利益率）の
安定性・成長性を重視

・高い成長ポテンシャルを有していても、キャッシュフローや
ROCEにおける安定性がなければポートフォリオには組み入
れられない

・中長期的に成長を継続する企業の質を重視

①経営者の質

②事業の質

③成長の質

④利益の質

・質の低い企業は、中長期的に成長を継続することが困難

29
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UTIインドファンドの累積長期リターン（米ドルベース）

243.1

155.4

26.1

-50%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

350%

400%

2013/8 2015/8 2017/8 2019/8 2021/8 2023/8

SBI・UTIインドファンド

MSCIインド株式

MSCIエマージング株式

米ドル建てパフォーマンス
(2023年9月末時点)

3年間 5年間 10年間 20年間

SBI・UTIインドファンド 38.3% 56.9% 243.1% NA

MSCI インド株式 50.8% 62.4% 155.4% 759.5%

MSCI エマージング株式 -4.4% 4.7% 26.1% 332.7%

上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
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-60%
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-20%

0%
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40%

60%

2007/9 2009/9 2011/9 2013/9 2015/9 2017/9 2019/9 2021/9 2023/9

1 Year Alpha - Nifty 200 Quality 30 TRI vs Nifty 500 Value 50 TRI

インド優良株指数 vs インドバリュー株指数

※ UTIインドファンド（インドルピーベースシミュレーション）のデータはUTI社作成、優良株指数はNIFTY 200 Quality 30 Index、バリュー株指数はNIFTY 500 Value 50 Index

※ データの期間は、2010年1月4日～2023年6月30日の日次データ

※ 上記のデータは資料作成時において過去の実績を示したものであり、将来の運用成果を約束するものではありません。 出所：ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成

優良株優位

バリュー株優位

31

投資期間一年の騰落率の差（＝優良株－バリュー株）
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基準価額
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＜基準価額の推移＞
2006年12月27日（設定日）～2023年9月、日次
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上記グラフは過去の実績を示したもので、将来の運用成果を約束するものではありません。
出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成。

(円）

3年 5年 10年 設定来

ファンド 25.43% 15.46% 17.58% 8.43%

ファンドの騰落率（分配金再投資ベース、年率）



＜ポートフォリオの概況＞
（2023年8月末現在）

33
業種配分比率は外国投資法人であるShinsei UTI India Fund (Mauritius) Limited Class A投資証券の純資産比率をもとに算出。
上記業種はUTIアセットマネジメントの業種区分に基づき、比率は四捨五入の関係上必ずしも100％にならない場合があります。

銘柄名 業種 銘柄説明
組入
比率

1
HDFC Bank Ltd.
HDFC銀行

銀行･金融
ｻｰﾋﾞｽ

商業銀行。グローバルな企業に金融サービスを提供｡ コーポレートバンキングお
よびカストディ業務を行うほか、トレジャリー、キャピタルマーケット部門における
業務にも注力。アドバイザリー業務ならびに､国際預託証書 (GDR)､ ユーロ建
て融資、ユーロ建て債券などのマネーマーケット商品の販売も手掛ける。従業
員数181,725人（23年6月）。純利益4,599億インド・ルピー（23年3月）。

6.6%

2
LTI Mindtree Ltd.
LTIマインドツリー

情報技術
ｻｰﾋﾞｽ

ITサービス・ソリューション会社。分析および情報管理、企業統合、アプリケー
ション管理、クラウドコンピューティング、テス ト、コンサルティングサービスのほか、
地理情報システム、製造実行システムを提供す る。従業員数82,738人（23年
6月）。売上高3,318億インド・ルピー（23年3月）。

6.4%

3
ICICI Bank Ltd.
ICICI銀行

銀行･金融
ｻｰﾋﾞｽ

インド全土に支店網を有する商業銀行。リテールおよび法人業務に加え、外為、
資金、財務管理サービスを手掛ける。投資、保険、融資などの各種サービスも
提供する。従業員数126,660人（23年3月）。純利益3,399億インド・ルピー
（23年3月）。

5.9%

4
Bajaj Finance Ltd.
バジャジ・ファイナンス

銀行･金融
ｻｰﾋﾞｽ

金融サービス会社。インドで事業を展開し、各種金融サービスを提供。従業員
数39,286人（23年3月）。純利益1,151億インド・ルピー（23年3月）。 5.6%

5
Infosys Ltd.
インフォシス

情報技術
ｻｰﾋﾞｽ

コンピューターサービス会社。e-ビジネス、プログラム 管理、サプライチェーン・ソ
リューションを含むITコンサルティングおよびソフトウエアサービスを提供。主な
サービスは、アプリケーション開発、製品の共同開発、システムの実用化とエン
ジニアリングなど。主な顧客は、保険、銀行、通信、製造業。従業員数
343,234人（23年3月）。売上高1兆4,676億インド・ルピー（23年3月）。

3.9%

【セクター構成比】 【上位5銘柄】

上記銘柄への投資を推奨するものではありません。



＜設定時から17年間継続保有する組入銘柄の株価推移＞
（2006年7月5日～2023年10月5日）

34信頼できると判断したデータを元にＳＢＩアセットマネジメントが作成。株価推移は投資開始約6か月前からを記載しています。上記銘柄への投資を推奨するものではありません。

【HDFC銀行】 【インフォシス】
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＜保有銘柄と指数採用状況＞
（2023年9月末現在）

35業種配分比率は外国投資法人であるShinsei UTI India Fund (Mauritius) Limited Class A投資証券の純資産比率をもとに算出。
上記業種はUTIアセットマネジメントの業種区分に基づき、比率は四捨五入の関係上必ずしも100％にならない場合があります。

上記銘柄への投資を推奨するものではありません。

企業名 セクター SENSEX NIFTY BSE100
1 3Mｲﾝﾃﾞｨｱ 消費財    
2 Aavas Financiers Ltd 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ    
3 ｱｼﾞｬﾝﾀ･ﾌｧｰﾏ 医薬品    
4 アジアン・ペインツ 消費財 ● ● ●
5 ｱｽﾄﾗﾙ 資本財    
6 AUｽﾓｰﾙ･ﾌｧｲﾅﾝｽ銀行 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ   ●
7 ﾊﾞｼﾞｬｼﾞ･ﾌｧｲﾅﾝｽ 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ ● ● ●
8 Barbeque Nation Hospitality 消費ｻｰﾋﾞｽ    
9 バーティ・エアテル 通信 ● ● ●

10 ﾊﾞｰｼﾞｬｰﾍﾟｲﾝﾂ･ｲﾝﾃﾞｨｱ 消費財    
11 ｺﾌｫｰｼﾞ 情報技術 ｻｰﾋﾞｽ    
12 ｸﾛﾝﾌﾟﾄﾝｸﾞﾘｰﾌﾞｽｺﾝｼｭｰﾏｰｴﾚｸﾄﾘｶﾙ 消費財   ●
13 ダブール・インディア 消費財   ●
14 ディヴィズ・ラボラトリーズ 医薬品    
15 ディクソンテクノロジーズ 情報技術 ｻｰﾋﾞｽ    
16 ﾄﾞｸﾀｰ･ﾗﾙ･ﾊﾟｽﾗﾌﾞｽ ﾍﾙｽｹｱ・ｻｰﾋﾞｽ    
17 ｱﾍﾞﾆｭｰ･ｽｰﾊﾟｰﾏｰﾂ 消費ｻｰﾋﾞｽ   ●
18 ｱｲｼｬｰ･ﾓｰﾀｰｽﾞ 自動車･自動車部品    
19 Endurance Technologies Ltd 自動車･自動車部品    
20 Eris Lifesciences Ltd 医薬品    
21 Gland Pharma Ltd 医薬品    
22 Grindwell Norton Ltd 資本財    
23 ハベルズ・インディア 消費財   ●
24 ＨＤＦＣ銀行 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ ● ● ●
25 ＩＣＩＣＩ銀行 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ ● ● ●
26 インフォエッジ・インディア 消費ｻｰﾋﾞｽ   ●
27 インフォシス 情報技術 ｻｰﾋﾞｽ    
28 IndiaMart InterMesh Ltd 消費財    

企業名 セクター SENSEX NIFTY BSE100
29 IPCAラボラトリーズ 医薬品    
30 ジュビラント・フードワークス IN 消費ｻｰﾋﾞｽ   ●
31 コタック・マヒンドラ銀行 銀行･金融ｻｰﾋﾞｽ    
32 LTIマインドツリー 情報技術 ｻｰﾋﾞｽ  ● ●
33 Metropolis Healthcare Ltd ﾍﾙｽｹｱ・ｻｰﾋﾞｽ    
34 ｻﾝﾊﾞﾙﾀﾞﾅ･ﾏｻﾞｰｿﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 自動車･自動車部品    
35 マリコ 消費財   ●
36 マルチ・スズキ・インディア 自動車･自動車部品 ● ● ●
37 Motherson Sumi Wiring India 自動車･自動車部品    
38 ネスレ・インディア 消費財    
39 FSN E-ｺﾏｰｽ･ﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ 消費ｻｰﾋﾞｽ    
40 ページ・インダストリーズ 繊維    
41 ピディライト・インダストリーズ 化学   ●
42 PIｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ 農業用化学    
43 ﾎﾟﾘｰ･ﾒﾃﾞｨｷｭｱ ﾍﾙｽｹｱ・ｻｰﾋﾞｽ    
44 Polycab India Ltd 資本財    
45 ﾊﾟｰｼｽﾃﾝﾄ･ｼｽﾃﾑｽﾞ 情報技術 ｻｰﾋﾞｽ    
46 ﾘﾗｸｿ･ﾌｯﾄｳｴｱｰｽﾞ 消費財    
47 Rossari Biotech Ltd 化学    
48 ｼｪﾌﾗｰ･ｲﾝﾃﾞｨｱ 資本財    
49 Sheela Foam Ltd 消費財    
50 シュリーセメント セメント   ●
51 Suven Pharmaceuticals Ltd ﾍﾙｽｹｱ・ｻｰﾋﾞｽ    
52 ｼﾝｼﾞｰﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾍﾙｽｹｱ・ｻｰﾋﾞｽ    
53 トレント 消費ｻｰﾋﾞｽ   ●
54 トレント・ファーマシューティカルズ 医薬品    
55 タイタン 消費財 ● ● ●
56 Zomato Ltd 消費ｻｰﾋﾞｽ   ●



インド株式市場のテンバガー （Ten Bagger)
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266,478%      株価騰落率 17,325%   

【バジャジ・ファイナンス】
（2001/12/30～2023/10/1、週次）
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インド株式 : 20年間の投資リターン

63,780% 72,897%

85,116%56,106% 46,540%

256,293%

上記6銘柄は全てSBI・UTIインドファンドの組入れ銘柄
上記銘柄への投資を推奨するものではありません。
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＜ポートフォリオの概況＞
（2023年9月末現在）

インデックス名称 組入れ銘柄数 組入れ銘柄数比率

SENSEX 7 12.5％

Nifty50 8 14.3％

 2023年9月末の組入れ銘柄数：56社

 SEXSEX採用銘柄 ：7社 （49社がSENSEX指数外）

 Nifty50採用銘柄 ：8社 （48社がSENSEX指数外）

組入れ銘柄数、組入れ比率は外国投資法人であるShinsei UTI India Fund (Mauritius) Limited Class A投資証券の2023年9月末のポートフォリオをもとに算出。
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長期・積立の効果
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【 UTIインドファンド（インドルピーベース） vs バリュー株指数 】

（投資期間5年のリターンを日次でローリングしたもの）

※ UTIインドファンド（インドルピーベースシミュレーション）のデータはUTI社作成、バリュー株指数はNIFTY 500 Value 50 Index ※ データの期間は、2010年1月4日～2023年6月30日の日次データ

※ 上記のデータは資料作成時において過去の実績を示したものであり、将来の運用成果を約束するものではありません。 出所：ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成

UTIインドファンド
優位

バリュー株優位
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積立投資シミュレーション

【 定時定額投資のシミュレーション 】

（2006年12月～2023年8月、月次）（円）

※ シミュレーションは、あくまでも積立投資の概要をお示しするためのものです。
当該ファンドへの投資にあたっては、株価変動リスク、為替変動リスクなど基準価額を変動する要因が内包されており、
元本が保証されていないことにご留意ください。
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10,000,000 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

2006/12 2010/12 2014/12 2018/12 2022/12
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《前提条件》

期間 ： 2006年12月～2023年8月 （200ヵ月）

投資対象 ： SBI・UTIインド・ファンド / 円定期預金

毎月の投資額 ： 5万円（毎月末投資）

総投資額 ： 1,000万円

預金利回り （仮定） ： 1.0%
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投資リスク
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手続き・手数料等
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委託者・その他法人

税金

4353



SBI・iシェアーズ・インド株式
インデックス・ファンド
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ＳＢＩ・iシェアーズ・インド株式インデックス・ファンド
（愛称：サクっとインド株）の概要と他社比較



ＳＢＩ・iシェアーズ・インド株式インデックス・ファンド
（サクっとインド株式）の商品概要

※ 詳細は交付目論見書等でご確認ください。 ※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

項目 内容

特色
S&P BSE SENSEXインデックス （配当込み、円換算ベース） の値動きに連動する
投資成果をめざします。

投資対象ETF
iシェアーズ・コア S＆P BSE SENSEXインディアETF （9836 HK）

運用会社 （ブラックロック・アセット・マネジメント・ノース・アジア・リミテッド）

設定日 2023年9月22日

購入時手数料 ありません。

信託報酬（年率）
年0.0638％ （税抜：年0.058％）

実質的な負担 ： 年0.4638％ （税込） 程度

44



※ 詳細は交付目論見書等でご確認ください。

＜投資対象ETF（9836 HK） の概要＞

※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

項目 内容

設定日 2006年10月31日

ベンチマーク S&P BSE SENSEXインデックス （配当込み、米ドル建て）

管理報酬等 年0.40％ （2023年8月9時点）

保有銘柄数 30

純資産総額 約9,500万米ドル (2023年8月4日時点）

運用スタイル

運用会社 ブラックロック・アセット・マネジメント・ノース・アジア・リミテッド

ウェイト %

50+
25-
49

10-
24

0-9

バリュー ブレンド グロース

大
型 2 79 19
中
型 0 0 0
小
型 0 0 0 
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＜他社比較：低い信託報酬＞

※ 詳細は交付目論見書等でご確認ください。

出所：ウェルスアドバイザー社のデータをもとにSBIアセットマネジメント社が作成※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

ファンド略称 サクっとインド株式
iFreeNEXT インド株

インデックス
auAM Nifty50インド株

ファンド
iTrustインド株式

イーストスプリング
・インド・コア株式

ベンチマーク
S&P BSE SENSEX

（配当込み、円換算ベース）
Nifty50指数

（配当込み、円換算ベース）
Nifty50指数

（配当込み、円換算ベース）
— —

ベンチマークの特徴

ボンベイ証券取引所に
上場する代表的な30銘柄

時価総額加重平均指数

ナショナル証券取引所に
上場する代表的な50銘柄

時価総額加重平均指数

ナショナル証券取引所に
上場する代表的な50銘柄

時価総額加重平均指数

—
—

スキーム
ETF

（インデックス運用）
Nifty50指数連動先物
（インデックス運用）

Nifty50指数連動先物／ETF
（インデックス運用）

株式
(アクティブ運用）

株式
(アクティブ運用）

投資対象ETF iShares 9836 HK — — — —

購入時手数料・コスト ありません ありません ありません ありません ありません

信託財産留保額 ありません ありません ありません ありません 0.3%

純資産額（億円）
（2023年10月6日）

74.3 394.6 5.7 101.7 85.5

実質的信託報酬率
（年率/税込）

0.4638% 0.473% 0.539% 0.9828% 0.9905%
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※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

S&P BSE SENSEXインデックスとNifty50との違い
S&P BSE SENSEXインデックス；

①インドを代表する株価指数。②米国のS&Pダウ・ジョーンズ・インデックス社とボンベイ証券取引所（BSE）の合弁
会社により算出。③ボンベイ証券取引所（BSE）に上場するインドを代表する株式30銘柄で構成。④BSEは、アジア
最古(1875年設立）の証券取引所です。弊社は長い歴史を持つBSEのインデックスを主要指数として選択しました。

0% 10% 20% 30% 40%

金融

IT

エネルギー

生活必需品

消費財

原材料

工業用品

通信

公共財

ヘルスケア

その他

業種構成

S&P BSE SENSEX Nifty50

S&P BSE SENSEX Nifty50（ご参考）

対象取引所
ボンベイ証券取引所

Bombay Stock Exchange
インド国立証券取引所

National Stock Exchange of India

設立 1875年（アジア最古） 1992年

上場銘柄数 5,307（2023/3/31) 2,137（2023/3/31)

時価総額 424兆円（2023/3/31) 413兆円（2023/3/31)

S&P BSE SENSEX Nifty50

採用銘柄数 31 51

公表開始日 1986年1月1日 1996年4月22日

基準日 1979年4月3日 1995年11月3日

パフォーマンス 年率（2023/7/31現在） 年率（2023/7/31現在）

YTD 10.34% 9.82%

1年 17.03% 16.28%

5年 13.42% 13.03%

リスク（5年） 18.84% 18.88%

出所：BSE、NSE、ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成
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※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

S&P BSE SENSEXインデックスについて
Nifty50との違い：パフォーマンスはほぼ同様

SENSEX
372.6

Nifty50
367.7

2013/4/30＝100

0

100

200

300

400

SENSEXインデックス・Nifty50インデックスの推移
(2013/4/30-2023/7/31)

2013年4月30日を100として比較

SENSEX Nifty50

出所：ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメント社が作成
48



＜SENSEX指数の上位10位銘柄＞
上位3銘柄は3分の1以上を占めている

ETF(9836 HK)の構成銘柄ウェイトで作成（8月4日時点）

※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。

No 銘柄名 セクター名
時価総額
(億円）

ウェイト 備考

1 ＨＤＦＣ銀行 金融 216,446 15.8%
インド民間銀行最大手、７月1日付でインド最大の住宅ローン金融機関HDFC
（ハウジング・デベロップメント・ファイナンス）と合併。

2 ﾘﾗｲｱﾝｽ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ ｴﾈﾙｷﾞｰ 296,874 11.5%
インド最大のコングロマリット、石油化学、繊維、石油・ガス開発、小売、イン
フラ、金融などの事業に多角化。

3 ICICI銀行 金融 118,281 9.0% インド民間銀行２位

4 ｲﾝﾌｫｼｽ 情報技術 100,555 6.6% インド２位のITサービス企業。

5 ＩＴＣ 生活必需品 99,313 5.3%
元々はタバコ製造会社、日用品、紙製品、農産物、ホテル等に多角化。英
BAT（British American Tobacco)グループ傘下。

6
ﾀﾀ･ｺﾝｻﾙﾀﾝｼｰ･ｻｰﾋﾞｼ
ｽﾞ

情報技術 220,143 4.7% インド１位のITサービス企業、タタ財閥系。

7 ラーセン＆トゥブロ 資本財･ｻｰﾋﾞｽ 64,764 4.2%
建設・重機メーカー、建設業、プラント、建設機械、造船、電子製品、エンジ
ニアリング等に多角化したコングロマリット。

8 アクシス銀行 金融 50,845 3.5% インド民間銀行時価総額４位、資産３位。

9 コタック･マヒンドラ銀行 金融 63,247 3.5% インド民間銀行時価総額３位。

10 ヒンドゥスタン･ユニリーバ 生活必需品 104,197 3.0% パーソナル用品メーカー、英ユニリーバ子会社
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SENSEX指数構成30銘柄

1 ＨＤＦＣ銀行 金融

2 ﾘﾗｲｱﾝｽ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ エネルギー

3 ICICI銀行 金融

4 ｲﾝﾌｫｼｽ 情報技術

5 ＩＴＣ 生活必需品

6 ﾀﾀ･ｺﾝｻﾙﾀﾝｼｰ･ｻｰﾋﾞｼｽﾞ 情報技術

7 ラーセン＆トゥブロ 資本財・サービス

8 アクシス銀行 金融

9 コタック･マヒンドラ銀行 金融

10 ﾊﾞｰﾃｨ･ｴｱﾃﾙ 通信

11 ｲﾝﾄﾞｽﾃｲﾄ銀行 金融

12 ヒンドゥスタン･ユニリーバ 生活必需品

13 ﾊﾞｼﾞｬｼﾞ･ﾌｧｲﾅﾝｽ 金融

14 マヒンドラ･マヒンドラ 一般消費財・サービス

15 アジアン･ペインツ 素材

16 ﾏﾙﾁ･ｽｽﾞｷ･ｲﾝﾃﾞｨｱ 一般消費財・サービス

17 ＨＣＬテクノロジー 情報技術

18 ﾀｲﾀﾝ 一般消費財・サービス

19 ｻﾝ･ﾌｧｰﾏｼｭｰﾃｨｶﾙ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ ヘルスケア

20 タタ･モーターズ 一般消費財・サービス

21 ネスレ･インディア 公益事業

22 タタ･スチール 素材

23 ウルトラ･テック･セメント 素材

24 ｲﾝﾀﾞｽｲﾝﾄﾞ銀行 金融

25 ﾊﾞｼﾞｬｼﾞ･ﾌｨﾝｻｰﾌﾞ 金融

26 テック･マヒンドラ 情報技術

27 ネスレ･インディア 生活必需品

28 JSWｽﾁｰﾙ 素材

29 ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝｵﾌﾞｲﾝﾃﾞｨｱ 公益事業

30 ｳｨﾌﾟﾛ 情報技術

（2023年9月15日時点）
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出所：BSEのホームページを基にSBIアセットマネジメントが作成。

SENSEX指数のリバランスルール

定例リバランス ： 年2回、6、12月の第3金曜日翌週の月曜日

臨時 ： 合併、買収、上場廃止、取引、破産等の発生に応じて等、
適宜実施

1. BSEに6ヵ月上場されていること
2. 6カ月間（参照期間）日々取引されていたこと
3. 派生商品があること
4. 6ヵ月平均浮動株調整後時価総額、6ヵ月平均時価総額の上位銘柄を選出
5. 売買代金の年換算合計の下位銘柄を除外
6. その後、再度6ヵ月平均浮動株調整後時価総額のランキングで組入れ銘柄を決定
7. 浮動株調整後時価総額でウェイティング

＜リバランス時のルール＞
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＜構成銘柄・セクターの特徴：S&P BSE SENSEX指数は金融が大きい＞
ETF(9836 HK)の構成銘柄ウェイトで作成（8月4日時点）

※ 巻末の「ご留意いただきたい事項」を必ずご確認ください。出所：日本経済新聞社、ブルームバーグのデータをもとにSBIアセットマネジメントが作成

金融, 40%

情報技術, 15%

ｴﾈﾙｷﾞｰ, 11%

生活必需品, 9%

一般消費財･ｻｰﾋｽﾞ, 7%

素材, 6%

資本財･ｻｰﾋﾞｽ, 4%

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･, 3%

公益事業, 3% ﾍﾙｽｹｱ, 2% その他, 1%
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66

ベンチマークと投資対象ETFのトラキング・エラーについて



27,048

35,266

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

06年10月 10年10月 14年10月 18年10月 22年10月

ETF ベンチマーク

＜iシェアーズ・コア S＆P BSE SENSEXインディアETFと
S&P BSE SENSEXインデックスのパフォーマンス比較＞

（設定日（2006年10月31日）～2023年6月）

出所：ブルームバーグデータをもとにSBIアセットマネジメントで作成。 設定日（2006年10月31日）を10,000ポイントとして指数化。

（単位：％） 2022 2021 2020 2019 2018
ETF -6.10 18.48 12.15 11.55 -3.22
ベンチマーク -4.93 21.12 14.45 13.13 -1.97

１年 3年 5年 設定来
ETF 16.63 18.34 8.25 6.23
ベンチマーク 19.05 21.03 10.14 7.67

年率リターン(%)
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長期・積立・分散の効果



＜インド_S&P BSE SENSEXインデックス＞
過去20年 毎月1万円積み立てたシミュレーション

（2003年9月～2023年8月）

（注） 信託報酬、税金等は考慮していません。
出所：ブルームバーグデータをもとにSBIアセットマネジメントで作成

2023/8, 

9,558,406 円

2023/8, 

2,400,000 円
0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

SENSEX（円ベース）

積立金額

（円）
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出所：ブルームバーグデータを基にSBIアセットマネジメントが作成。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

S&P BSE 
SENSEX INDEX

S&P 500 NASDAQ 100 MSCI全世界株式

S&P BSE SENSEX 
INDEX

1.000 0.678 0.599 0.714 

S&P 500 0.678 1.000 0.925 0.982 

NASDAQ 100 0.599 0.925 1.000 0.903 

MSCI全世界株式 0.714 0.982 0.903 1.000 

SENSEX指数の相関係数

<2015年3月末～2023年8月末月次リターン（円換算値）>
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出所：ブルームバーグデータを基にSBIアセットマネジメントが作成。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

100%

90%
80%

70%

60%

50%
40%

30%

20%

10%

0%

10.0%

10.5%

11.0%

11.5%

12.0%

12.5%

13.0%

13.5%

14.0%

14.5%

15.0%

17.0% 17.5% 18.0% 18.5% 19.0% 19.5% 20.0% 20.5% 21.0% 21.5% 22.0%

SENSEXとS&P500の組合せのリスク・リターン

＜曲線上のウエイトはSENSEX（円換算ベース）の割合＞
（リターン）

（リスク）

SENSEX S&P500 相関

リスク 21.53% 18.10% 0.678

リターン 10.81% 14.35%

（2015年3月末～2023年8月末、月次リターン使用）
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出所：ブルームバーグデータを基にSBIアセットマネジメントが作成。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

100%90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%
10% 0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

22.0%

18.5% 19.0% 19.5% 20.0% 20.5% 21.0% 21.5% 22.0%

SENSEXとNASDAQ100の組合せのリスク・リターン

＜曲線上のウエイトはSENSEX（円換算ベース）の割合＞
（リターン）

（リスク）

SENSEX NASDAQ100 相関

リスク 21.53% 20.63% 0.599 

リターン 10.81% 20.24%

（2015年3月末～2023年8月末、月次リターン使用）
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出所：ブルームバーグデータを基にSBIアセットマネジメントが作成。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

100%90%
80%

70%
60%

50%
40%

30%

20%

10%
0%

10.2%

10.3%

10.4%

10.5%

10.6%

10.7%

10.8%

10.9%

16.0% 17.0% 18.0% 19.0% 20.0% 21.0% 22.0%

SENSEXとMSCI全世界株式の組合せのリスク・リターン

＜曲線上のウエイトはSENSEX（円換算ベース）の割合＞

（リターン）

（リスク）

SENSEX MSCI全世界株式 相関

リスク 21.53% 17.01% 0.714 

リターン 10.81% 10.34%

（2015年3月末～2023年8月末、月次リターン使用）
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投資リスク
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手続き・手数料等
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手続き・手数料等
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ご留意頂きたい事項

当資料は、ＳＢＩアセットマネジメント株式会社がファンドの仕組み等をご理解いただくために作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく
開示資料ではありません。

当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内
容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料のいかなる内容も将来の
投資収益を示唆・保証するものではありません。

 ファンドは、実質的に株式など値動きのある資産（また外貨建て資産の場合、この他に為替変動リスクもあります）に投資しますので、市場環境等
により基準価額は変動します。したがって、元金保証および利回り保証のいずれもなく、運用実績によっては投資元本を割込むおそれがあります。

 ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。

お申込みの際には、あらかじめまたは同時に投資信託説明書（交付目論見書）をお受取りいただき、必ず内容を ご理解のうえ、お客さまご自身
でご判断ください。

投資信託は預金や保険とは異なり、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
また元本や利回りの保証はありません。

販売会社が銀行等の登録金融機関の場合、投資者保護基金の補償の対象ではありません。

投資信託のお申込み時には購入手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。


